


多
国
籍
都
市
・
東
京
。
在
日

コ
リ
ア
ン
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
、
忠
男
の
周
囲
で
は

悲
劇
と
も
喜
劇
と
も
つ
か
な

い
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
起

き
て
い
る
。
忠
男
に
と
っ
て
は
、

遠
〈
離
れ
た
祖
国
よ
り
も
、
会
社
の
窮
状
よ
り
も
、

昨
日
出
逢
っ
た
生
意
気
な
フ
ィ
リ
ピ

i
ナ
を
口
説

く
こ
と
の
方
が
大
事
だ
っ
た
。
彼
の
恋
も
ま
た
悲

劇
と
喜
劇
の
境
界
線
を
迷
走
す
る
が
:
:
・
。

放
送
禁
止
用
語
と
差
別
用
語
が
飛
び
交
う
、
危

険
物
満
載
の
走
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
「
月

は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
」
。
鮮
烈
な
映
像
世
界
で
常

に
日
本
映
画
界
を
揺
さ
ぶ
り
続
け
る
佳
洋
一

が
、
初
め
て
自
身
の
血
の
問
題
を
素
直
に
、
過
激

に
そ
し
て
繊
細
に
語
る
快
作
の
登
場
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
映
画
は
「
か
わ
い
そ
う
な
在
日
外
国

人
を
描
く
社
会
派
良
心
作
」
で
は
な
い
。

1
9
9

3
年
@
ヲ
ポ
ン
に
居
合
わ
せ
た
す
べ
て
の
人
々
の

ホ
ン
ネ
が
詰
ま
っ
た
、
な
ん
と
も
パ
ワ
フ
ル
で
キ
ュ

ー
ト
な
、
そ
し
て
笑
え
る
恋
の
物
語
な
の
で
あ
る
。

原
作
は
梁
石
田
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
タ
ク

シ
ー
狂
操
曲
」
。
共
同
脚
本
は
新
宿
梁
山
泊
の
気

鋭
の
劇
作
家
、
鄭
義
信
。
マ
ジ
メ
で
軽
薄
な
主

人
公
・
忠
男
に
は
劇
団

S
E
T

の
最
注
目
株
、

岸
谷
五
朗
。
天
性
の
明
る
さ
と
た
く
ま
し
さ
が
魅

力
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ブ
の
ホ
ス
テ
ス
に
ル
ビ
!
・
モ

レ
ノ
。
さ
ら
に
有
薗
芳
記
、
麿
赤
児
、
園
村
隼
、

萩
原
聖
人
、
古
尾
谷
雅
人
ら
の
個
性
派
が
、
ふ
た

り
の
周
囲
で
す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い
な
人
間
模
様
を

繰
り
広
げ
る
。
疾
走
す
る
街
・
東
京
を
抱
き
締
め

る
よ
う
に
流
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
マ
は
憂
歌

団
の
バ
ラ
ー
ド
「

2
0
0
0
Z
E

」
。
進
む
べ
き
方

向
を
照
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
の
月
を
さ
が
し
て
、

彼
ら
は
今
夜
も
東
京
を
走
り
抜
け
て
い
く
・
・
・
・
・
・
。
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9
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東
京
異
国
籍
恋
愛
。
ヤ
パ
ク
て
笑
え

て
せ
つ
な
く
て
、
抱
き
締
め
た
く
な
る
ふ
た
り
で

す
。

園
、
，

v

.
，
、
‘

有
薗
芳
記

忠
男
の
同
僚
。
「
チ
ョl
セ
ン
人
は

嫌
い
だ
け
ど
忠
さ
ん
は
大
好
き
だ
」

と
忠
男
に
甘
え
、
ス
キ
あ
ら
ば
小

銭
や
タ
バ
コ
を
せ
び
る
。
か
わ
い
い
の

か
ア
ブ
ナ
イ
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

パ
ン
チ
ド
ラ
ン
カ
!
。

キ
ム
・
包
イ
ル

金
世
一
〈
通
名
川
金
田
世
一
〉

小
木
茂
光

金
田
タ
ク
シ
ー
の
二
代
目
社
長
。
忠
男
の
同
級
生
で
あ
り

雇
主
で
も
あ
る
。
こ
の
不
況
時
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
経
営
に
異

常
な
執
念
を
燃
や
す
口
結
局
ヤ
ク
ザ
金
融
に
子
を
出
し
、

と
こ
と
ん
ナ
サ
ケ
な
い
思
い
を
す
る
が
・

.....

安保
金田明夫

もと門衛隊員の新米タクシードライバー。

天才的なまでの方向音痴で、「自分はいま、

どこにいるんでありましょうか?」とファンキ

!な屯話をかけてくる。ほとほとあきれた

上司、「月はどっちに出ていますか?月に

向かって走って来て下さい」

満

カン・チュンナム萎忠男〈通名品田忠男〉

岸谷五朗
点
H
コリアン

a
一世のタクシードライバー。独身。友達忽いのイイ

奴だが、平気で女にウソをつくいい加減なヤツでもある。フィリピ

ン・パプを切り盛りする母親(絵沢蔚子)を尊敬しつつも、母の

災常な気の強さにうんざりしている。友人の結婚式で、

H
金日成

をたたえる歌

H
を適当に口ずさむフリをして、ひたすらナンパに

桁を山すような%であるロ彼の周同で起こる小さなが件をあ

る時は無悦し、ある時は傷つき、あるときは煽りながら、彼が見

つけた川はどっちに山ていたのか・

.....

月 は ふ ちI ~ ~" tt ・ 3 •
α

コ
ニ
!

"
ン
ル
ビ
l
・
モ
レ
ノ

ロm
m
w
忠
男
の
母
が
経
営
す
る
店
に
ど
れ
た
新
米
の
チ

陪
市
川
バ
が
イ
マ
マ
。
初
対
面
の
忠
則

H
に
以
初
に
か
け
たJ
柴
は

恥
?
?
住
吉
、
っ
か
り
ま
っ
か
?
」
き
ょ
と
ん
と
す
る
忠
男
に
「
ボ

M
M
切
呪
チ
ボ
チ
で
ん
な
ぁ
と
符
え
ろ
/
・
」
と
悠
る
、
へ
ン
な
女
ロ

」
」
院
桝
か
な
り
ア
バ
ウ
ト
な
な
り
ゆ
き
で
忠
児
と
必
人
同

ι
-
M
W
士
に
。
こ
の
ふ
た
り
、
ケ
ン
カ
ば
か
り
し
て
い
る
の
は
周

J
d
ゐ
何
回
の
雑
汗
の
た
め
か
、
そ
れ
と
も
コ
ニ
!
の
た
く
ま
し

信
シ
欄
す
ぎ
る
性
絡
の
た
め
か
。

/
川

年n
g

サ
ラ
リ
ー

マ
ン

萩
原
聖
人

「
俺
、
朝
鮮
問
題
、
結
構
詳
し
い
ん
だ
よ
ね
」
と
豪
語
す
る
あ
る
夜
の
忠
男
の
答
。

彼
が
巻
き
起
こ
す
「
民
族
問
題
難
度

D
の
笑
い
」
と
は
?
強
烈
な
印
象
を
残
す
、

在
日
日
本
人
代
表
。

- 崖 洋 一
194 9年 、 長 野 生 れ 、 東 京 育 ち 。 朝 鮮 高 校 卒 業 後 、 照 明 助 手 と し て 映 画 界 入 り 。8 3年 、 内 田 裕 也 主 演 「 十 階 の モ ス キ ー ト 」 で

監 督 デ ビ ュ ー 。 そ の 後 「 友 よ 、 静 か に 限 れJ ( 8 5 )、 r Aサ イ ン デ イ ズJ ( 8 9 )な ど 。 緊 迫 感 溢 れ る 演 出 力 に は 定 評 が あ る 。 本 作

で は 今 ま で に な か っ た コ ミ カ ル さ と メ ロ ウ な ラ ブ ス ト ー リ ー と い う 新 境 地 を 開 拓 、 懐 の 深 さ を 世 間 に 知 ら し め た 。
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